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1 研究背景と目的
Web上のマルチメディアコンテンツ取得のため，コ

ンテンツに対するタグ情報が活用されている．しかし，

この方法は適切なタグが付与されていない場合には有

効に機能せず，コンテンツ内容の記述もコンテンツに

由来する特定の言語のみで行われているのが一般的で

ある．このため，ユーザの使用言語に依存した単言語に

よる検索クエリやタグ情報を利用するだけでは，ユー

ザ意図に沿ったコンテンツの効果的な取得が困難と予

測される．一方，ユーザにとっては一般に，検索クエリ

を多言語で適切に記述することは難しい．そこで，本

研究では静止画像を対象として，機械翻訳サービスを

利用してユーザの検索クエリを多言語化して生成する

一方，不十分なタグ付け情報を自動的に適切に補うこ

とを提案する．この提案について，ユーザ意図に沿っ

た適切な画像取得の効果を実験から評価することを目

的とする．

2 関連研究
言語横断的な検索手法に関し，Kristenら [1]は，検

索クエリと文章の双方を翻訳することで検索精度の向

上を提案している．この研究は言語横断的な多言語ク

エリの組み合わせによる効果が検証されていない．画

像検索を効果的に行う方法として，Zakariaら [2]はメ

タデータに依存することなく，ユーザ主体のタグ付け

や地理参照メタデータによって生成された集合的な知

識と組み合わせることで，コンテンツ内容記述の充実

化を図った．しかし，これらにはユーザの検索意図を

直に反映させた検索を考慮したものではなく，検索ク

エリの多言語化も検討されていない．
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3 提案
本研究では，ユーザが期待する画像の取得を実現す

るため，以下の方法を提案する．まず，正解画像を入

手する過程に，中島ら [3]の差異増幅型フィードバック

を適用し，ユーザの意図を反映した画像検索を実現す

る．このフィードバック手法を効果的に利用するため

には，事前に検索対象となり得る画像を幅広く入手し

ておき，ユーザの適正画像の選択がより適切なものと

なるよう導くことが必要である．すなわち，フィード

バック時にユーザが適合画像として選択する画像群の

候補集合を拡張することが効果的である．そこで，こ

の候補集合の拡張を行うため，画像検索前に検索クエ

リの地理情報を取得し，取得した地理情報をもとに機

械翻訳サービスを用いてユーザ使用言語で記述された

検索クエリを多言語に翻訳すると同時に，メタデータ

として多言語情報を活用しながら，効果的にこれらを

組み合わせて利用する．更に内容記述が乏しいことが

多い検索対象の画像群に対して，自動タグ付けを行う

ことで内容記述の充実を図る．今回は Ushikuら [4]が

行っている手法と，検索クエリの地理情報を元に行う

手法の 2種類を検討する．これにより，コンテンツ内

容の記述を多言語で補填しながら，検索対象とするタ

グ候補の量を増大させることで，検索精度を向上させ

る．本研究の流れを図 1に示す．

図 1: 提案フロー
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4 実験
評価実験は，自動タグ付けを行わない検索結果比較

(実験 1)，Ushikuら [4]が用いている手法による自動タ

グ付けを行った後の検索結果比較 (実験 2)と，検索ク

エリの地理情報を用いた自動タグ付けを行った後の検

索結果比較 (実験 3)により行った．

4.1 各実験の設定

各実験は検索対象が 2つ存在する．1つ目の対象は

「見上げた角度，赤色，エッフェル塔」を満たすものと

し，2つ目の対象は「ロゴを読むことができる，赤色，

アリアンツアレーナ」を満たすものとした．対象の画

像は Flickrから検索対象に関するタグがつけられた画

像を取得した．また検索クエリの言語は，現地言語と

日本語，そして現地言語+日本語の 3種類とした．

5 結果と考察
5.1 結果

各実験の，開始時と終了時の適合率，再現率，F値

を表 1，表 2，表 3に示す．開始時結果とは図 1の提案

フローにおいてメタデータ検索後の初回の結果であり，

終了時結果とは検索成功/失敗条件を満たした際の結果

である．
表 1: 実験 1結果

仏 日 日+仏

適合率
開始時 0.27 0.00 0.27
終了時 0.47 0.00 0.47

表 2: 実験 2結果
仏 日 日+仏

適合率
開始時 0.10 0.00 0.10
終了時 0.40 0.00 0.37

表 3: 実験 3結果
仏 日 日+仏

適合率
開始時 0.30 0.20 0.30
終了時 0.43 0.53 0.47

5.2 考察

実験 1と比較して，実験 2は開始時適合率が相対的

に低い一方，実験 3は開始時適合率が高い．実験 2で

適合率が低い理由は，タグの評価を tf-idfによって行っ

ており，検索に必要な「tour eiffel」や「rouge」は非常

に一般的な語句であるため idf値が小さいためである．

このため，検索に必要なタグが付与されなかったと考

えられる．また，Ushikuら [4]は画像に付与されてい

る説明文も利用しているのに対し，今回はタグ情報の

みを用いているため，利用している情報の不足があっ

たものと考えられる．一方で実験 3の日本語での検索

時の適合率が高いのは，正解画像に付与されているタ

グが現地語のみであったり，英語のみである画像が存

在したため，これを翻訳をして追加することで適合画

像が取得できるようになったためと考えられる．

6 まとめと今後の課題
本研究では，自動タグ付けを行うことで，ユーザか

らみて記述が難しい多言語クエリを活用し，画像に含

まれる情報及びメタデータの効果的利用から，より適

切な画像の入手を実現した．本研究により，画像データ

ベース内の画像により多くの適切なタグが付与されて

いることが検索精度の向上に寄与することがわかった．

特に多言語クエリによる検索に対し，多言語自動タグ

付けを行う際には，検索対象の地理情報を用いて現地

語を特定しタグ付けを行うことがユーザによるフィー

ドバックを支援し，適合画像を容易に取得できること

がわかった．

今後の課題は，更に多様な画像による評価，実際に

被験者実験によりユーザによる評価を実施することで

ある．タグ付けを促進するアイディアの導入や，より

高精度なタグ付けを自動で行うための方法の検討，検

索クエリ投入時に誤って付与されているタグを検出し

自動修正する機能を導入することで，検索精度が更に

高まるだろう．
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